
宝生温数漁鶉亀谷高岡え都娩鈎

第1条

第　2　粂

奉会は宝生流教授嘱託金高同支部と称する○

本会の会員は、讐山薬呉西地区に荏儀ずる壬生流教授嘱託免状費

儒者とする。く庄憲加入）

第　3　轟　本金は金員相互の親睦と研繍にっとめ、流儀の発案を期すること

を臼的とし、このために必要な事業を行う○

■■′

●

第　4　集　　車重の手癖帝は支番長宅におく○

半　ら　魚　車重には下記の投鼻をおく。投鼻は総会において遥出し・任期は

2ヶ年とする。

支部長　　　1名

利支部長　　　若干名

常任理事　　　　若干名

理　事　　　　若干名　　　　　　　　　　　　　　　l・

（内、庶務、会計各々2名以内）

監　事　　　　2名以内

第　6　粂　本金には顧問をおくことが出来る○顧問は会員にして、役員会の

決議を経て推薦する。そのほか、地域在住の職分に名誉顧問として、

委嘱することが出来る。

第　7　粂　　本会の会計年度は1月王日から12月31日までとする。

第8集　…；芸慧≡芸…去≡三去定；…：月誓讐▲箭琴錮摩駆彰

第　9　粂　本会の経費は、入会金、会費および寄付金をもってこれに売る。

ただし、研修会その他の会合鷺については別途に徴収しそめ費用に

充当する。

入　会　金　3．000円（内訳2．000円本邸金費1・000円支部会費）

年　会
」勇知

第10集　　慶弔鸞・

する。

よ臓
ぁ本人苑亡、一一…一菅凛を警野　草盈羞感㌔ぐ

以　　上


